
【プログラム】（案） 

 

 

１）嚥下機能および嚥下障害に関わる総論 木村百合香（昭和大学江東豊洲病院） 50分 

（１）口腔・咽頭・喉頭の解剖 
（２）摂食・嚥下のメカニズム、神経調節機構 

（３）嚥下障害の代表的疾患 
 

２）嚥下障害の評価・診断法 藤本保志（愛知医科大学） 50分 

（１）精神・身体機能の評価 
（２）口腔・咽頭・喉頭等の診察 

（３）簡易検査 
（４）嚥下内視鏡検査（総論） 

（５）嚥下造影検査（動画を含めて） 
 

３）嚥下内視鏡検査の実際  兵頭政光（高知大学） 50分 

（１）検査実施方法、検査時の注意点 
（２）検査所見の評価法（具体的な症例呈示を中心に） 

 

４）栄養管理・気道管理  上羽 瑠美（東京大学医学部附属病院） 50分 

（１）代替栄養法（胃瘻を含む）の適応と管理 
（２）気道管理の要点 

 

５）摂食嚥下機能療法  唐帆健浩（じんだい耳鼻咽喉科） 50分 

（１）嚥下訓練の目的と手技選択 

（２）具体的な訓練法 
（３）治療効果の評価方法 

 

６）嚥下障害の外科的治療  田山二朗（国立国際医療研究センター病院） 50分 

（１）嚥下機能改善手術の適応と術式 

（２）誤嚥防止手術の適応と術式 
（３）術後管理 

 

７）嚥下内視鏡検査【実技演習】 

指導：兵頭政光、木村百合香、藤本保志、上羽 瑠美、唐帆健浩、田山二朗 

６ブース×８〜９名程度 

 

※ 実技演習は受講者がお互いに術者と患者になって行います。 

 


